
低
迷
す
る
山
形
県
の
企
業
誘
致

　

山
形
県
の
工
場
立
地
件
数
（
工
場
ま
た
は
事
業
場

を
建
設
す
る
目
的
を
も
っ
て
取
得
さ
れ
た
千
平
方
㍍

以
上
の
用
地
）
の
減
少
に
歯
止
め
が
効
か
な
い
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
工
場
立
地
件
数
の
推
移
を

見
る
と
（
図
１
）、
一
九
八
九
年
に
は
、
統
計
が
開
始

さ
れ
て
以
来
最
高
と
な
る
年
間
百
五
十
件
を
記
録
し

空
前
の
立
地
ブ
ー
ム
に
沸
く
も
、
そ
の
わ
ず
か
六
年

後
の
九
五
年
に
は
八
九
年
の
お
よ
そ
五
分
の
一
と
な

る
二
十
七
件
に
ま
で
減
少
し
、
山
形
県
の
工
場
立
地

件
数
は
過
去
最
低
を
記
録
す
る
。
た
だ
、
九
六
年
頃

か
ら
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
ブ
ー
ム
が
盛
ん

な
国
内
投
資
を
誘
発
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
九
七

年
に
は
県
内
の
工
場
立
地
も
八
十
六
件
ま
で
回
復
す

る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
回
復
は
一
時
的
な
も
の

に
過
ぎ
ず
、
二
〇
〇
二
年
に
は
九
五
年
に
更
新
し
た

過
去
最
低
立
地
件
数
を
さ
ら
に
一
件
下
回
り
、
二
十

六
件
に
ま
で
落
ち
込
む
。
最
近
は
薄
型
テ
レ
ビ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
「
新
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
る
高
付
加
価
値

品
の
国
内
需
要
が
堅
調
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、

工
場
立
地
件
数
の
減
少
に
も
若
干
歯
止
め
が
か
か
る
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企業誘致戦略が問われる時代 

外資系企業誘致は可能か？ 

企業誘致戦略が問われる時代 企業誘致戦略が問われる時代 

荘銀総研　調査レポート

荘銀総合研究所研究員　齋　藤　信　也　

　

産
業
構
造
の
高
度
化
（
国
際
分
業
の
進
展
）
に
伴
い
、
企
業
誘
致
の
低
迷
に
頭
を
抱
え
る
自
治
体
は
少
な

く
な
い
。
そ
れ
は
企
業
誘
致
に
最
も
成
功
し
た
県
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
山
形
県
と
い
え
ど
も
決
し
て
例
外

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
輝
か
し
い
企
業
誘
致
の
成
功
体
験
を
持
つ
分
、
企
業
誘
致
の
低
迷
が
製
造
業
の
「
空

洞
化
」
を
い
っ
そ
う
際
立
た
せ
る
な
ど
県
経
済
に
与
え
る
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
い
。
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
外

資
系
企
業
の
日
本
進
出
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
外
資
系
企
業
を
県
内
に
誘
致
す
る
と
い
う

新
た
な
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。
本
来
、
企
業
誘
致
は
雇
用
機
会
の
拡
大
や
所
得
の
増
加
、
自
治
体
の
税
収
増

加
、
関
連
産
業
へ
の
生
産
波
及
効
果
、
新
産
業
の
創
造
な
ど
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
み
れ
ば
数
々
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
国
内
企
業
と
外
資
系
企
業
と
に
か
か
わ
ら
ず
期
待
で
き
る
。
外
資
系
企
業
誘
致
は
低
迷

す
る
山
形
県
の
企
業
誘
致
に
と
っ
て
新
戦
略
と
な
り
得
る
の
か
。
以
下
で
検
証
す
る
。

図１　山形県の工場立地件数の推移

資料出所：経済産業省「工場立地動向調査」
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と
い
う
見
方
（
た
と
え
ば
、「
工
場
、
日
本
へ
帰
る
」

週
刊
東
洋
経
済
二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
八
日
号
）
も

出
て
き
た
。し
か
し
、中
国
を
は
じ
め
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
最
適
生
産
拠
点
の
編
成
と
い
う
総
体
的
な
流

れ
が
あ
る
以
上
、
一
部
で
見
ら
れ
る
工
場
の
国
内
回

帰
が
ど
れ
ほ
ど
山
形
県
な
ど
に
広
が
り
を
み
せ
る
の

か
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
。
山
形
県
の
工
場

立
地
件
数
は
二
〇
〇
三
年
（
速
報
値
）
も
わ
ず
か
二

十
五
件
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
過
去
最
低

を
更
新
し
た
。
こ
れ
ま
で
山
形
県
の
経
済
成
長
を
け

ん
引
し
て
き
た
企
業
誘
致
は
依
然
と
し
て
瀬
戸
際
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

対
日
投
資
ブ
ー
ム
の
到
来

　

一
方
、
日
本
の
対
内
直
接
投
資
（
外
国
企
業
に
よ

る
工
場
や
日
本
法
人
の
設
立
、
Ｍ
＆
Ａ
）
の
動
向
を

見
る
と
（
図
２
）、
こ
こ
数
年
の
大
き
な
変
化
に
気
づ

か
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
対
内
直
接
投
資
額
は

お
お
む
ね
年
間
五
千
億
円
程
度
で
推
移
し
て
き
た

が
、
一
九
九
七
年
度
以
降
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
、

二
〇
〇
〇
年
度
に
は
三
兆
千
二
百
五
十
一
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
年
間
二
兆
円
規
模
の
投
資

が
続
き
、
日
本
に
流
入
す
る
諸
外
国
か
ら
の
直
接
投

資
は
こ
こ
数
年
で
九
七
年
度
の
実
に
四
倍
以
上
に
膨

れ
あ
が
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
ち
ょ
っ
と
し
た
対
日
投

資
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
日
本
は
諸
外
国
と
比
べ
て
対
内
直
接
投

資
が
極
め
て
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
。
一

九
六
〇
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に

加
盟
し
て
以
来
、
五
次
に
わ
た
る
資
本
自
由
化
を

行
っ
て
き
た
も
の
の
（
図
３
）、
外
資
の
参
入
は
遅
々

と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
八
〇
年
代
、
日
米
構
造
協

議
に
お
い
て
米
国
は
い
わ
ゆ
る
「
日
本
市
場
の
閉
鎖

性
」
を
取
り
あ
げ
、
日
本
は
排
他
的
な
系
列
間
取
引
、

固
有
の
取
引
慣
行
、
各
種
規
制
な
ど
に
加
え
排
他
的

な
国
民
感
情
ま
で
も
が
外
資
を
阻
ん
で
い
る
と
非
難

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
米
国
の
主
張
が
是
か
非
か
は
と

も
か
く
、
外
資
に
と
っ
て
当
時
か
ら
日
本
市
場
は
参

入
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
政
府
は
一
九
九
〇
年
に
「
直
接
投
資
政

策
の
開
放
性
に
関
す
る
声
明
」
を
発
表
し
、
外
資
の

受
け
入
れ
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
表
明
す
る
と
共
に
、

九
四
年
か
ら
は
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
対
日

投
資
会
議
を
設
け
て
本
格
的
に
投
資
バ
ラ
ン
ス
の
不
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図３　日本の資本自由化の流れ

60年　OECD（経済協力開発機構）へ加入（対内直接投資の自由
化義務付け） 

 
・・・・・・・・・・・・1960年代・・・・・・・・・・・・ 
67年　第１次資本自由化（対内直接投資の解禁、17業種で100％

外資参入可） 
69年　第２次資本自由化（100％外資による参入が33業種へ拡大） 
70年　第３次資本自由化（323業種で外資比80％以上に） 
 
・・・・・・・・・・・・70年代・・・・・・・・・・・・ 
71年　第４次資本自由化（７業種を除き、原則自由化） 
73年　第５次資本自由化（完全自由化）  
 
・・・・・・・・・・・・80年代・・・・・・・・・・・・ 
84年　ジェトロが情報提供サービス事業を始める 
　　　日本開発銀行（現日本政策投資銀行）が融資制度を始める 
90年　政府が「直接投資政策の開放性に関する声明」を決定・

発表 
 
・・・・・・・・・・・・90年代・・・・・・・・・・・・ 
92年　ジェトロが対日投資海外アドバイザー制度を始める 
　　　日本開発銀行（現日本政策投資銀行）が対日投資促進セ

ンターを設置 
93年　政府等の出資で㈱対日投資サポートサービス（FIND）が

設立 
94年　対日投資会議が設置される 
95年　同会議が「対日投資会議声明」を決定・発表 
95年　同会議が「Ｍ＆Ａに関する対日投資会議声明」を決定・発表 
96年　日本開発銀行（現日本政策投資銀行）による超低利融資

制度の実施 
97年　ジェトロが対日投資促進招へい事業（IJSP）、対日投資促

進個別支援事業（IJ IP）などを順次拡充 
99年　対日投資会議が新たに「対日投資会議声明」を決定・発表 
 
・・・・・・・・・・・・2000年代・・・・・・・・・・・・ 
03年　小泉首相が施政方針演説で2008年度までに直接投資残高

を現在の２倍（約13兆円）にすることを表明 
　　　ジェトロに「ジェトロ・インベストジャパンビジネスサ

ポートセンター」設置 

資料出所：当社作成
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資料出所：財務省「対外及び対内直接投資状況」

図２　日本の対内直接投資の推移



均
衡
是
正
に
努
め
て
き
た
。
特
に
、
最
近
は
金
融
や

情
報
通
信
、
小
売
り
な
ど
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る

規
制
緩
和
を
進
め
て
お
り
、
日
本
市
場
へ
の
外
資
の

参
入
を
促
す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
閉
鎖
的
と
言
わ
れ
た
日
本

市
場
は
、
四
十
年
に
わ
た
る
対
内
直
接
投
資
の 
黎  
明 

れ
い 
め
い

期
を
脱
し
、
国
際
市
場
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
あ

る
。
昨
年
、
小
泉
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で
二
〇
〇

八
年
度
ま
で
に
対
内
直
接
投
資
残
高
を
十
三
兆
円
程

度
に
ま
で
倍
増
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
し
ば

ら
く
外
資
の
参
入
ラ
ッ
シ
ュ
は
続
き
そ
う
だ
。

外
資
系
企
業
誘
致
の
可
能
性

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
内
直
接
投
資
の
増
加
と
山

形
県
の
企
業
誘
致
と
の
関
連
性
は
ど
う
か
。
投
資
が

増
え
れ
ば
、
当
然
外
資
系
企
業
に
よ
る
工
場
立
地
な

ど
は
増
え
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
図
１
を
見
る

限
り
、
外
資
系
企
業
の
工
場
立
地
件
数
は
増
え
て
い

な
い
。
対
内
直
接
投
資
の
増
加
は
少
な
く
と
も
山
形

県
の
企
業
誘
致
の
増
加
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
と

言
え
そ
う
だ
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
理
由
と
し
て
は
主
に
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
製
造
業
の
対
内
直
接
投
資
の
増
加
は

工
場
の
新
設
で
は
な
く
、
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・

買
収
）の
増
加
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
時
点
の
製
造
業
の
直
接
投
資
は
五
年
前

の
一
九
九
七
年
時
点
と
比
べ
る
と
お
よ
そ
三
倍
の
八

千
二
百
二
十
七
億
円
に
伸
び
て
い
る
が
、
そ
の
間
、

外
資
系
企
業
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
も
五
十
三
件
か
ら
百
十

一
件
へ
と
倍
増
し
て
い
る（
図
４
）。こ
の
よ
う
に
、日

本
へ
の
投
資
が
増
え
て
い
る
の
は
日
本
企
業
の
優
れ

た
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
工
場

の
新
設
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
ル
ノ
ー
と

日
産
自
動
車
の
資
本
提
携
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
し
、

今
年
の
二
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
山
形
の
高
畠
工
場
が
台
湾
の

半
導
体
組
み
立
て
専
業
メ
ー
カ
ー
に
売
却
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
の
も 
然 
り
で
あ
る
。
国
内
で
も
有
数

し
か

の
電
気
機
械
製
造
業
の
集
積
を
誇
る
山
形
県
で
は
、

こ
う
し
た
外
資
系
企
業
の
�
技
術
買
い
�
に
直
面
す

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の
県
内

自
治
体
が
期
待
を
寄
せ
る
地
元
雇
用
の
大
量
確
保
に

つ
な
が
る
よ
う
な
投
資
、
す
な
わ
ち
外
資
系
企
業
に

よ
る
新
規
の
工
場
立
地
は
見
込
め
そ
う
に
も
な
い
。

山
形
県
に
お
け
る
外
資
系
企
業
の
工
場
立
地
が
増
え

な
い
最
大
の
要
因
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

第
二
に
、
最
近
に
な
っ
て
増
加
し
て
い
る
外
資
系

企
業
の
多
く
が
金
融
や
情
報
通
信
、
小
売
り
な
ど
の

非
製
造
業
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
進
出
し

た
外
資
系
企
業
の
業
種
別
構
成
比
か
ら
見
て
も
明
ら

か
な
よ
う
に
（
図
５
）、
二
〇
〇
二
年
時
点
で
非
製
造

業
は
外
資
系
企
業
の
実
に
七
五
・
五
％
を
占
め
て
い

る
。
当
然
、
こ
れ
ら
非
製
造
業
の
多
く
は
生
産
機
能

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
そ
も
そ
も
工
場
立

地
の
増
加
要
因
と
は
な
ら
な
い
。

　

第
三
に
、
投
資
の
増
加
は
市
場
開
放
直
後
の
一
次

進
出
が
中
心
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
企
画
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
業

務
が
中
心
と
な
る
以
上
、
ど
う
し
て
も
マ
ー
ケ
ッ
ト

規
模
や
情
報
量
な
ど
に
立
地
を
左
右
さ
れ
や
す
い
。

こ
の
結
果
、
当
然
外
資
系
企
業
の
日
本
法
人
は
首
都
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図４　外資系企業による日本企業へのＭ＆Ａの推移

資料出所：経済産業省編「通商白書2003」、財務省「対外及び対内直接投資状況」
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資料出所：東洋経済新報社「外資系企業総覧2003」



圏
や
関
西
圏
な
ど
に
集
中
し
て
し
ま
う（
図
６
）。
仮

に
、
支
店
や
営
業
所
な
ど
外
資
系
企
業
の
二
次
進
出

に
期
待
し
た
と
し
て
も
、
相
対
的
に
人
口
規
模
の
小

さ
い
山
形
県
に
と
っ
て
み
れ
ば
外
資
系
企
業
の
二
次

進
出
を
期
待
す
る
こ
と
も
ま
た
難
し
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
企
業
誘
致
戦
略
へ

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
最
近
増
加
し
て
い
る

外
資
系
企
業
を
山
形
県
に
呼
び
込
む
た
め
に
は
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
企
業
誘
致
と
い
え
ば
今
も

昔
も
製
造
業
で
あ
り
工
場
の
誘
致
で
あ
る
。
ひ
と
た

び
誘
致
に
成
功
す
れ
ば
地
元
に
多
く
の
雇
用
機
会
が

生
ま
れ
、
所
得
が
伸
び
、
税
収
も
増
え
る
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
地
域
の
経
済
成
長
を
考
え
れ
ば
企
業
（
特

に
工
場
）
誘
致
は
産
業
政
策
的
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
な
戦
略
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ

れ
は
か
つ
て
「
国
土
の
均
等
あ
る
発
展
」
を
掲
げ
た

全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

し
、
地
方
自
治
体
は
血
眼
に
な
っ
て
誘
致
に
奔
走
し

た
。
結
果
的
に
首
都
圏
を
追
わ
れ
る
形
と
な
っ
た
工

場
に
と
っ
て
も
、
安
い
労
働
力
や
安
い
土
地
、
助
成

金
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
た
た
め
、
最

適
生
産
拠
点
を
求
め
て
地
方
へ
進
出
し
た
。
企
業
も

国
も
地
方
自
治
体
も
皆
思
惑
が
一
致
し
て
い
た
。
当

然
、
山
形
県
も
こ
う
し
た
誘
致
モ
デ
ル
に
沿
っ
て
数

多
く
の
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
外
資
系
企
業
誘
致
の
場
合
は
背
景
を

大
き
く
異
に
す
る
。
外
資
の
日
本
進
出
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
え
ど
も
、
こ
う
し
た
外
資
系
企
業
の
多

く
は
中
国
に
は
無
い
優
れ
た
技
術
と
所
得
水
準
の
高

い
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
っ
て
進
出
し
て
い
る
。
小

泉
首
相
が
対
内
直
接
投
資
残
高
を
今
後
五
年
で
倍
増

す
る
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
は
外
資
を
導
入
し
て
競
争

を
促
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
全
総
の
よ
う
な
所

得
分
配
の
意
図
は
ま
っ
た
く
な
い
。
地
方
自
治
体
は

依
然
と
し
て
工
場
の
誘
致
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

こ
こ
に
大
き
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
最
近
の
対
内
直
接
投
資
の
増
加
は

地
方
の
企
業
誘
致
に
と
っ
て
追
い
風
と
は
な
ら
な
い

と
み
る
べ
き
だ
。
工
業
団
地
の
整
備
、
助
成
金
の
増

額
・
条
件
緩
和
な
ど
、
過
去
の
企
業
誘
致
の
延
長
線

上
で
安
易
に
外
資
系
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
て
も
結

果
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た

誘
致
モ
デ
ル
は
中
国
の
発
展
に
よ
っ
て
す
で
に
崩
壊

し
て
い
る
。
中
国
を
取
り
巻
く
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
誘

致
合
戦
に
挑
ん
で
、
い
た
ず
ら
に
消
耗
戦
を
繰
り
広

げ
る
必
要
は
な
い
。

　

外
資
系
企
業
の
投
資
行
動
は
ま
さ
に
「
企
業
が
地

域
を
選
ぶ
時
代
」
の
典
型
的
な
行
動
で
あ
る
。
そ
れ

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
の
企
業
行
動
で
あ
る
。
彼
ら

を
誘
致
す
る
た
め
に
は
過
去
の
誘
致
モ
デ
ル
で
は
な

く
、
新
た
な
誘
致
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
山
形
県
に
は
有
機
Ｅ
Ｌ
（
米
沢
）
や
バ
イ

オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
鶴
岡
）
な
ど
世
界
的
に

も
十
分
誇
れ
る
研
究
拠
点
が
あ
る
。
幸
い
、「
超
精
密

技
術
集
積
特
区
」（
山
形
県
）
と
「
鶴
岡
バ
イ
オ
キ
ャ

ン
パ
ス
特
区
」（
鶴
岡
市
）
が
認
定
さ
れ
、
優
秀
な
外

国
人
研
究
者
を
招
き
入
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
山
形
県
へ
の
立

地
を
促
す
要
因
と
な
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
企
業
誘
致
が
低
迷
し
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
小
手
先
の
施
策
に
走
る
の
で
は
な
く
、

中
長
期
的
な
地
域
産
業
政
策
と
し
て
外
資
に
選
ば
れ

る
地
域
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
国

人
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
で
も
あ
る
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ン
フ
ラ
（
高
速
通
信
網
や
国
際
交
通
機
関
）
の

整
備
な
ど
で
あ
る
。
彼
ら
が
世
界
地
図
を
広
げ
た
と

き
、
外
資
の
目
に
山
形
の
存
在
が
ど
れ
だ
け
魅
力
的

に
映
る
の
か
が
立
地
を
左
右
す
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
企
業
誘
致
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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図６　都道府県別外資系企業の本社数

資料出所：東洋経済新報社「外資系企業総覧2003」


